
は
な
い
か
と
感
を
深
く
す
る
と
と
も
に
、
ソ
連
の
お
え
ら
方
も
こ

の
優
し
い
ナ
チ
ャ
ア
ニ
ッ
ク
の
爪
の
あ
か
で
も
煎
じ
て
飲
ん
だ

ら
、
我
が
北
方
領
土
四
島
の
返
還
復
帰
も
い
ま
少
し
ス
ム
ー
ズ
に

話
が
運
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
か

と
残
念
で
あ
る
。
わ
す
か
四
か
月
足
ら
ず
の
ナ
チ
ャ
ア
ニ
ッ
ク
と

の
つ
き
合
い
で
あ
っ
た
が
、
愚
直
な
ほ
ど
お
人
好
し
だ
っ
た
ナ

チ
ャ
ア
ニ
ッ
ク
の
面
影
は
、
あ
の
暗
い
陰
う
つ
な
捕
囚
生
活
の
中

に
も
幸
い
明
る
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
、
い
ま
だ
に
脳
裏

に
去
来
し
て
や
ま
な
い
。

ラ
ー
ゲ
ル
内
で
の
苦
渋
に
満
ち
た
思
い
出
に
つ
い
て
、
現
在
で

は
個
々
の
人
々
に
つ
い
て
私
個
人
と
し
て
は
一
片
の
怨
念
も
残
ら

な
い
。
お
互
い
に
苦
し
い
経
験
を
乗
り
越
え
て
、
さ
ら
に
帰
国
の

困
難
に
耐
え
て
今
日
の
平
和
な
生
活
を
築
い
た
戦
友
に
心
か
ら
感

謝
し
て
、
楽
し
く
語
り
合
う
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

三
年
四
か
月
間
の
捕
虜
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
多
数
の
戦

友
た
ち
の
記
憶
を
た
ど
り
、「
私
の
三
年
四
か
月
間
は
、
果
た
し
て

何
だ
っ
た
の
か
、
我
々
の
心
に
何
を
残
し
た
の
か
」
が
胸
中
に
去

来
し
て
去
り
が
た
い
思
い
が
す
る
。

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
末
、
舞
鶴
港
に
上
陸
し
て
ま
ず
私
の
感

じ
た
こ
と
は
、「
国
敗
れ
て
山
河
あ
り
」
懐
か
し
い
故
郷
の
温
か
み

で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
三
年
四
か
月
の
薄
暗
い
陰
惨
な
重
々
し
い

捕
虜
生
活
か
ら
の
解
放
感
で
あ
っ
た
。
家
族
と
の
再
会
の
期
待
と

と
も
に
前
途
の
生
活
に
つ
い
て
の
不
安
感
が
工
作
し
た
複
雑
な
想

い
で
あ
っ
た
。
当
時
は
完
全
な
虚
脱
状
態
の
い
わ
ゆ
る
捕
虜
ぼ
け

状
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
酷
寒
異
郷
の
地
に
果
て
た
数
万
人
の
戦
友
た
ち
、
開

戦
直
後
我
々
の
楯
と
し
て
散
華
さ
れ
た
特
攻
隊
の
方
々
、
さ
ら
に

犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
数
の
民
間
人
の
み
た
ま
に
心
か
ら
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
の
記
　 

岩
手
県
　
笹
川
博
　 

終
戦
を
満
州
の
興
安
嶺
の
オ
ン
ド
ル
部
落
で
知
っ
た
の
が
昭
和

二
十
年
八
月
二
十
九
日
、
戦
い
済
ん
で
私
は
病
気
と
な
り
、
興
安

の
野
戦
病
院
か
ら
チ
チ
ハ
ル
の
陸
軍
病
院
へ
入
院
、
病
院
で
の

我
々
へ
の
悪
口
は
興
安
の
カ
ラ
ス
部
隊
。
一
か
月
戦
闘
を
し
、
敗



残
兵
の
姿
で
あ
っ
た
の
で
悪
口
だ
と
思
う
。

十
一
月
四
日
、
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
日
本
へ
帰
す
と
い
う
の
で
、

正
民
屯
駅
か
ら
第
十
四
作
業
大
隊
（
こ
の
と
き
変
だ
と
思
う
べ
き

だ
）
の
一
員
と
な
り
出
発
、
汽
車
は
西
へ
西
へ
と
走
る
。
満
州
里

を
過
ぎ
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
エ
ン
ス
ク
を
過
ぎ
る
も
西
へ
走
る
。
何

か
変
だ
と
気
づ
く
。
こ
れ
で
一
巻
の
終
わ
り
、
皆
あ
き
ら
め
る
。

十
一
月
七
日
、
チ
リ
ノ
ス
カ
ヤ
駅
着
、
十
キ
ロ
く
ら
い
歩
い
て

カ
ダ
ラ
の
収
容
所
へ
。
建
物
は
昔
シ
ベ
リ
ア
へ
の
流
刑
者
を
収
容

し
た
二
階
建
て
の
建
物
。
入
っ
て
み
た
ら
電
気
も
な
く
、
ラ
ン
プ

も
な
く
、
便
所
も
な
い
。
零
下
四
十
度
で
の
大
便
を
す
る
と
き
尻

が
凍
る
よ
う
だ
っ
た
し
、
尻
を
ふ
く
紙
も
な
く
、
な
い
な
い
づ
く

し
の
収
容
所
生
活
。
食
べ
物
は
ス
ー
プ
と
黒
パ
ン
一
個
を
七
、
八

等
分
し
た
も
の
で
、
夜
昼
は
お
か
ゆ
（
雑
穀
）
ニ
シ
ン
半
分
、
若

干
の
変
わ
り
あ
っ
た
が
、
抑
留
生
活
中
量
が
だ
ん
だ
ん
多
く
な
っ

た
だ
け
。
抑
留
さ
れ
て
翌
春
ま
で
生
活
環
境
の
変
化
、
飢
え
、
寒

さ
と
不
慣
れ
な
作
業
で
一
人
二
人
と
死
亡
、
一
日
二
十
人
く
ら
い

死
亡
し
た
日
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
毎
日
が
長
く
、
一
日
が
三

日
く
ら
い
に
感
じ
な
が
ら
の
生
活
だ
っ
た
。

五
月
の
声
を
聞
く
と
寒
さ
も
や
わ
ら
ぎ
、
収
容
所
も
カ
ダ
ラ
か

ら
チ
リ
ノ
ス
カ
ヤ
の
第
十
分
所
へ
移
る
。
作
業
は
土
木
、
建
築
、

道
路
、
炭
鉱
作
業
に
従
事
。
私
は
昭
和
二
十
二
年
こ
ろ
よ
り
炭
坑

内
作
業
に
従
事
。
炭
坑
内
で
の
作
業
は
杭
木
組
み
立
て
、
石
炭
掘

り
、
石
炭
車
の
搬
出
、
石
炭
を
貨
車
積
み
す
る
作
業
、
ロ
シ
ア
語

で
ス
タ
カ
ン
と
か
い
っ
て
い
た
。
鉄
道
の
引
込
線
の
上
の
桟
橋
で

石
炭
車
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
石
炭
を
貨
車
積
み
す
る
作
業
、
こ
の

仕
事
が
一
番
長
く
、
十
人
く
ら
い
一
組
で
炭
鉱
作
業
は
三
交
替
制

で
あ
っ
た
。
当
初
は
ノ
ル
マ
も
達
成
で
き
な
い
作
業
状
況
だ
っ
た

が
、
昭
和
二
十
二
年
こ
ろ
よ
り
ノ
ル
マ
達
成
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ノ
ル
マ
達
成
す
る
と
、
月
十
ル
ー
ブ
ル
く
ら
い
も
ら
っ

た
記
憶
が
あ
る
。

休
日
、
ロ
シ
ア
人
の
軍
医
に
引
率
さ
れ
て
バ
ザ
ー
ル
へ
買
い
物

に
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
民
主
化
運
動
は
昭
和
二
十
二
年
こ
ろ

よ
り
反
軍
闘
争
が
始
ま
り
、
学
習
が
グ
ル
ー
プ
活
動
で
開
始
さ

れ
、
ア
ク
チ
ー
ブ
員
が
若
干
出
、
昭
和
二
十
三
年
春
、
私
に
も
青

年
同
盟
へ
加
入
せ
よ
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
何
が
な
ん
だ
か
わ
か

ら
ず
、
も
や
も
や
し
て
い
る
と
き
、
眼
を
患
っ
て
入
院
し
退
院
し

て
き
た
ら
、
若
い
人
の
く
せ
に
何
も
や
ら
な
い
と
い
う
の
で
、
反

動
と
し
て
つ
る
し
上
げ
ら
れ
る
状
況
と
知
り
、
青
年
同
盟
に
加
入



活
動
。
昭
和
二
十
三
年
七
月
ダ
モ
イ
命
令
を
受
け
喜
ぶ
。
汽
車
で
ナ
ホ

ト
カ
へ
、
帰
還
船
な
く
あ
と
戻
り
、
ナ
ホ
ト
カ
よ
り
六
時
間
く
ら

い
の
と
こ
ろ
の
ア
ル
チ
ヨ
ン
グ
レ
ス
に
た
ど
り
つ
く
。
作
業
は
火

力
発
電
所
の
石
炭
お
ろ
し
作
業
で
あ
っ
た
。
十
月
こ
ろ
伐
採
作
業

の
た
め
入
山
、
人
員
は
五
十
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
体
験
は

一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
み
ん
な
と
一
緒
に
い
な

い
と
意
思
の
疎
通
を
欠
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
ル
チ
ヨ
ン
グ

レ
ス
へ
来
て
か
ら
の
民
主
化
運
動
は
激
し
く
、
小
生
も
ア
ク
チ
ー

ブ
と
な
り
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
。
第
二
伐
採
作
業
隊
で
は
私
は
糧
秣

係
で
、
ア
ル
チ
ヨ
ン
グ
レ
ス
の
本
所
へ
毎
月
糧
秣
受
領
に
行
っ

た
。
道
順
は
第
一
伐
採
作
業
隊
ま
で
馬
そ
り
で
行
き
、
そ
れ
か
ら

は
ト
ラ
ッ
ク
便
乗
で
あ
っ
た
。
我
々
は
第
二
伐
採
作
業
隊
で
、
建

物
は
丸
太
小
屋
ラ
ン
プ
、
生
活
暖
房
に
は
薪
を
使
用
、
一
晩
二
間

く
ら
い
燃
や
し
て
暖
を
と
っ
た
。
春
が
来
て
、
伐
採
終
わ
り
、
マ

イ
ハ
部
落
へ
移
り
道
路
作
業
に
従
事
。
春
の
沿
海
州
地
区
は
山
菜

が
多
く
、
作
業
終
え
、
帰
る
道
脇
か
ら
ワ
ラ
ビ
採
り
を
し
て
夜
ワ

ラ
ビ
汁
と
し
て
食
べ
た
。

五
月
中
旬
だ
っ
た
と
思
う
。
我
々
の
監
督
の
お
ば
あ
さ
ん
が
死

亡
し
た
。
墓
穴
掘
り
に
協
力
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
、
小
生
外
五
人

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
墓
地
へ
行
く
。
墓
穴
掘
り
を
や
る
。
背
ほ

ど
掘
っ
た
ら
先
人
の
骨
が
出
る
。
穴
よ
り
出
し
て
お
く
と
、
監
督

が
来
て
、
骨
が
出
て
は
だ
め
だ
、
横
を
掘
っ
て
く
れ
と
い
う
。

我
々
は
横
を
同
じ
く
ら
い
掘
る
。
ま
た
骨
が
出
る
。
今
度
は
横
の

穴
に
入
れ
て
土
を
か
け
て
お
く
。
監
督
が
来
て
、
骨
が
出
な
い
か

と
話
す
も
、
出
な
い
と
言
っ
て
や
る
。
ハ
ラ
シ
ョ
ー
と
言
っ
て
去

る
。
し
ば
ら
く
し
て
ソ
連
式
の
葬
式
が
始
ま
る
。
仏
教
と
は
異

な
っ
て
い
る
が
、
葬
式
は
い
づ
こ
も
悲
し
い
式
だ
。
葬
式
終
わ
り
、

帰
り
も
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
る
か
と
思
っ
た
ら
、
勝
手
に
帰
れ
と
の

こ
と
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
駅
よ
り
汽
車
に
乗
る
。
ロ
シ
ア
人
た

ち
は
口
々
に
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
・
ジ
ン
ギ
イ
エ
ス
と
聞
い
て
い
る
。

我
々
は
ニ
エ
ト
と
答
え
る
。
発
車
、
車
掌
が
切
符
売
り
に
来
る
。

ロ
シ
ア
人
た
ち
が
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
と
言
っ
て
我
々
を
隠
し
て
く
れ

る
。
ロ
シ
ア
人は
個
々
は
善
人
の
感
じ
が
す
る
。
無
事
駅
に
着
く
、

線
路
の
反
対
側
に
降
り
宿
舎
へ
帰
る
。
帰
っ
た
ら
ダ
モ
イ
命
令
が

き
て
い
た
。

ま
た
ま
た
汽
車
で
ナ
ホ
ト
カ
へ
。
二
か
月
く
ら
い
道
路
工
事
に

従
事
。
昭
和
二
十
四
年
八
月
九
日
、
帰
還
船
第
一
六
拓
丸
へ
二
人



ず
つ
手
を
つ
な
ぎ
タ
ラ
ッ
プ
を
駆
け
上
が
る
。
陸
か
ら
船
へ
、
こ

れ
で
帰
れ
る
と
思
っ
た
と
き
の
感
激
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
さ
ら
ば
ナ
ホ
ト
カ
よ
、
小
さ
な
黒
パ
ン
一
枚
で
送
っ
た
青

春
の
五
年
間
。

舞
鶴
入
港
時
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
配
付
さ
る
。
見
る
と
ソ
連
の
軍

事
施
設
等
記
入
せ
よ
と
あ
る
。
我
々
は
再
び
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

た
く
な
い
と
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
を
拒
否
。
一
週
間
上
陸
が
延
び

た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記　 

熊
本
県
　
吉
間
政
範
　 

教
職
に
つ
き
三
か
月
目
の
昭
和
二
十
年
一
月
二
十
五
日
、
赤
紙

（
現
役
召
集
）
が
来
ま
し
た
。「
一
月
三
十
日
西
部
一
六
部
隊
に
入

隊
せ
よ
」
と
の
こ
と
で
す
。
入
隊
直
後
、
新
品
の
軍
装
一
式
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
古
年
兵
は
「
お
前
た
ち
は
満
州
行
き
だ
」
と
言

い
ま
す
。
二
月
十
一
日
夜
半
突
如
起
こ
さ
れ
、「軍
装
を
整
え
て
出

発
準
備
」
と
の
命
令
で
、
渡
鹿
の
一
六
部
隊
か
ら
熊
本
駅
近
く
の

北
岡
神
社
に
集
結
し
ま
し
た
。
熊
本
駅
発
夜
行
列
車
で
博
多
着
、

輸
送
船
で
朝
鮮
（
現
在
の
韓
国
）
の
釜
山
に
上
陸
、
そ
の
後
軍
用

列
車
で
朝
鮮
半
島
の
東
岸
を
北
上
し
て
、
図
們
江
の
凍
結
し
た
河

を
渡
り
満
州
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
東
満
の
中
心
地
牡
丹
江
の

街
を
通
過
し
て
ソ
満
国
境
の
兵
舎
に
入
り
ま
し
た
。

三
月
十
日
、
雪
の
ち
ら
つ
く
寒
い
日
、
軍
旗
を
迎
え
、
満
州
歩

兵
第
二
七
八
連
隊
（
満
州
八
〇
三
部
隊
）
が
新
し
く
編
成
さ
れ
、

ス
ズ
ラ
ン
の
花
咲
く
満
州
の
広
野
で
激
し
い
訓
練
が
始
ま
り
ま
し

た
。六
月
上
旬
、
幹
部
候
補
生
と
し
て
中
隊
選
抜
で
合
格
、
喜
び
も

つ
か
の
間
、
ソ
満
国
境
（
八
面
通
）
の
陣
地
構
築
に
出
発
し
ま
し

た
。こ
の
こ
ろ
、
独
ソ
戦
で
ド
イ
ツ
の
敗
退
に
伴
い
、
ソ
連
軍
に
対

応
す
る
た
め
、
陣
地
の
立
て
直
し
を
図
っ
て
い
た
関
東
軍
の
虚
を

突
き
、
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
午
前
零
時
を
期
し
て
、
ソ
連
軍
は

全
満
に
対
し
て
急
襲
、
侵
攻
を
開
始
し
ま
し
た
。

ソ
連
軍
は
、
大
型
戦
車
数
十
台
を
先
頭
に
随
伴
歩
兵
を
従
え
、

国
境
を
越
え
て
侵
攻
し
て
き
ま
し
た
。
我
が
隊
は
陣
地
構
築
作
業

中
で
、
交
戦
す
る
た
め
の
武
器
は
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
お
ら
ず
、
敵




